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マ
ニ
ラ
刊
行
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』（
一
五
九
三
）
の
硏
究

　
　

―

同
時
代
カ
ト
リ
ッ
ク
敎
理
書
と
の
關
連
を
中
心
と
し
て



一
〇
六

は
じ
め
に

　

本
論
文
で
は
、
一
五
九
三
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
お
い
て
漢
文
で
刊
行
出

版
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
敎
理
書
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄（

（
（

』
の
內
容
を
檢
討
す

る
。
特
に
同
時
代
に
中
國
大
陸
で
出
版
さ
れ
た
同
樣
の
敎
理
書
と
比
較
對
照
す
る

こ
と
で
、
本
書
の
性
質
や
特
徵
の
一
端
を
朙
ら
か
に
す
る
。

　

朙
末
の
中
國
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宣
敎
師
が
作
成
し
た
漢
譯
カ
ト
リ
ッ
ク
敎
理
書

の
中
で
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
『
天
主
實
義
』（
一
六
〇
三
序
刊
）
を
め
ぐ
る
硏
究

の
蓄
積
が
最
も
厚
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
書
は
中
國
古
來
の
書
物
に
見

え
る
思
想
や
信
仰
を
踏
ま
え
て
對
話
を
行
う
點
で
特
に
評
價
さ
れ
、
宗
敎
思
想
を

巡
る
中
國
と
西
洋
と
の
實
質
的
な
對
話
の
書
物
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

『
天
主
實
義
』
は
廣
く
流
布
し
、
長
朞
閒
に
渡
っ
て
多
く
の
中
國
知
識
人
に
讀
ま

れ
、
最
も
大
き
な
影
響
力
を
誇
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
中
國

で
の
宣
敎
活
動
の
口
火
を
切
っ
た
イ
エ
ズ
ス
會
士
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
も
リ
ッ
チ
に
先

驅
け
て
『
新
編
天
主
實
錄
』（
一
五
八
四
）
を
著
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
中
國
宣
敎

の
最
初
朞
に
編
纂
さ
れ
た
敎
理
書
と
し
て
從
來
㊟
目
さ
れ
て
き
た（

（
（

。

　

し
か
し
漢
譯
カ
ト
リ
ッ
ク
敎
理
書
の
編
纂
を
行
っ
た
の
は
イ
エ
ズ
ス
會
だ
け
で

は
な
く
、
ド
ミ
ニ
コ
會
が
一
六
三
一
年
頃
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
會
が
一
六
三
三
年

頃
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
會
が
一
六
八
〇
年
頃
か
ら
中
國
で
の
活
動
を
始
め
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
布
敎
の
た
め
出
版
に
も
努
め
て
い
る
。
な
か
で
も
『
天
主
實
義
』
に
先

行
し
、『
天
主
實
錄
』
と
ほ
ぼ
同
時
朞
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
ド
ミ
ニ
コ

會
士
フ
ア
ン
・
コ
ボ
に
よ
る
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』（
以
下
『
眞
傳
實
錄
』

と
略
す
）
で
あ
る
。

　
『
眞
傳
實
錄
』
は
一
五
九
三
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
出
版
さ
れ
た
も
の

で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
最
も
古
い
出
版
物
で
あ
る
「
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
」（
搖
籃
本
）

の
一
つ
と
し
て
、
出
版
史
・
書
籍
史
の
硏
究
者
に
㊟
目
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
ま
た
、
科

學
史
硏
究
で
は
同
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
地
圓
說
」
や
「
天
動
說
」、
世
界
地

圖
を
中
心
と
し
て
、
コ
ボ
が
天
文
地
理
の
知
識
を
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
し
た
こ
と
が

强
調
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
さ
ら
に
、
本
書
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
と
と
も
に
全
面
的
に
本
書

を
紹
介
す
る
硏
究
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
硏
究
者
ビ
ラ
ロ
エ
ル
（Fidel Villarroel

）

等
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
同
硏
究
に
は
本
書
の
ス
ペ
イ
ン
語
譯
、
及
び
英
語
へ

の
重
譯
版
も
付
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
書
の
全
體
に
渡
る
活
字
飜
刻
版
や
㊟

釋
は
未
だ
存
在
し
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、『
眞
傳
實
錄
』
の
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
硏
究
が
な
さ
れ
て

マ
ニ
ラ
刊
行
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』（
一
五
九
三
）
の
硏
究

　
　

―
同
時
代
カ
ト
リ
ッ
ク
敎
理
書
と
の
關
連
を
中
心
と
し
て

�
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マ
ニ
ラ
刊
行
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』（
一
五
九
三
）
の
硏
究

一
〇
七

　
『
眞
傳
實
錄
』
は
一
點
の
み
現
存
し
、
ス
ペ
イ
ン
國
立
圖
書
館
（Biblioteca 

N
acional de España

）
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
封
面
や
表
紙
が
な
く
、

一
丁
目
の
框
郭
外
に
刊
行
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
欄
外
右
側
に
「
新
刻
僧
師
高

母
羨
撰
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
章
之
一
」（
新
た
に
刊
刻
さ
れ
る
フ
ア
ン
・
コ
ボ
神

父
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』
の
第
一
章
）
と
あ
り
、
左
側
に

「
此
書
之
作
非
敢
專
製
、
乃
旨
命
頒
下
。
和
尙
王
國
王
始
就
民
希
蠟
召
良
工
、
刊

著
此
版
。
係
西
士
乙
千
伍
百
九
十
三
年
仲
春
立
」（
本
書
の
制
作
は
獨
斷
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
敕
命
に
よ
っ
て
配
布
す
る
も
の
で
あ
る
。
司
敎
と
總
督
は
マ
ニ
ラ
で
良
工
を

集
め
、
こ
の
版
を
刊
行
し
た
。
キ
リ
ス
ト
紀
元
の
千
五
百
九
十
三
年
二
⺼
に
完
成
し
た
も

の
で
あ
る
。）
と
あ
る
。
ま
た
、
天
頭
に
「
辯
正
敎
眞
傳
章
之
首
」
と
あ
り
、
そ
の

他
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
「Este es el principio del libro

」（
こ
れ
は
本
の
冐
頭
で

あ
る
）
と
の
記
載
が
あ
り
、
地
脚
に
は
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
っ
て
、「Tassada en 

quatro rreales

」（
値
段
は
4
リ
ア
ー
ル
と
す
る
）、「Juan de Cuellar

」（
總
督

祕
書
の
署
名
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
書
名
は
朙
記
さ
れ
て
な
い
が
、「
新
刻
」
と
の

表
現
か
ら
、
そ
の
後
ろ
に
あ
る
「
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
」
を
書
名
と
す
る
。

　

本
書
は
全
九
章
か
ら
な
り
、
各
章
の
標
題
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
辯
正
敎
眞
傳
章
之
首

二
、
論
眞
㊒
一
位
無
極
爲
萬
物
之
始
也
章
之
二

三
、
謂
無
極
之
事
情
章
之
三

四
、
論
地
理
之
事
情
章
之
四

五
、
論
世
界
萬
物
之
事
實
章
之
五

六
、
論
下
地
草
木
等
之
物
類
章
之
六

七
、
論
下
地
禽
獸
之
事
情
章
之
七

八
、
論
世
閒
禽
獸
之
知
所
飮
⻝
章
之
八

九
、
論
世
閒
禽
獸
之
知
所
用
藥
章
之
九

こ
な
か
っ
た
面
、
す
な
わ
ち
漢
譯
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
敎
理
書
と
し
て
の
そ
の
內

容
に
㊟
目
し
、
こ
の
點
に
お
い
て
近
い
性
格
を
持
ち
、
か
つ
時
朞
的
に
も
近
い

『
天
主
實
錄
』
や
『
天
主
實
義
』
と
の
比
較
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
眞
傳
實

錄
』
の
性
質
や
特
徵
が
よ
り
朙
ら
か
に
な
る
の
み
で
は
な
く
、
例
え
ば
ル
ッ
ジ
ェ

ー
リ
の
『
天
主
實
錄
』
の
歷
史
上
の
位
置
付
け
や
、
リ
ッ
チ
ら
イ
エ
ズ
ス
會
士
の

み
が
脚
光
を
浴
び
て
き
た
㊜
應
主
義
を
再
考
す
る
こ
と
に
も
貢
獻
で
き
る
だ
ろ

う
。

第
一
章
　
コ
ボ
と
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』

　
『
眞
傳
實
錄
』
の
著
者
フ
ア
ン
・
コ
ボ
（Juan Cobo

、
一
五
四
六
・
七
〜
一
五
九

二
）
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
ド
ミ
ニ
コ
會
士
で
あ
る
。
漢
名
表
記
は
、
上
記
の
刊
行
情

報
に
あ
る
高
母
羨
（
高
・
母
・
羨
に
は
そ
れ
ぞ
れ
口
へ
ん
）
と
さ
れ
る
他
、
羨
高
茂

と
署
名
し
た
文
書
も
現
存
す
る（

７
）。

一
五
四
六
・
七
年
ス
ペ
イ
ン
の
コ
ン
ス
エ
ー
グ

ラ
（Consuegra

）
で
生
ま
れ
、
一
五
六
三
年
に
ド
ミ
ニ
コ
修
衟
會
に
入
會
し
た
。

ア
ジ
ア
へ
の
布
敎
の
呼
び
か
け
に
應
じ
て
、
一
五
八
六
年
ス
ペ
イ
ン
を
出
發
し

た
。
大
西
洋
を
超
え
た
の
ち
、
一
年
閒
メ
キ
シ
コ
に
足
止
め
さ
れ
、
や
が
て
一
五

八
八
年
に
太
平
洋
を
渡
っ
て
マ
ニ
ラ
に
到
着
し
た
。
マ
ニ
ラ
で
は
華
人
集
落
パ
リ

ア
ン
（Parian

）
で
三
年
半
ほ
ど
布
敎
活
動
に
携
わ
っ
た
。
一
五
九
二
年
六
⺼
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
總
督
は
、
豐
臣
秀
吉
か
ら
服
屬
を
要
求
す
る
書

を
受
け
、
交
涉
の

た
め
使
節
團
を
日
本
に
派
遣
す
る
。
コ
ボ
は
そ
の
中
の
重
要
な
一
員
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
總
督
の
答
書
を
持
參
し
て
日
本
に
到
着
し
た
コ
ボ
は
、
秀
吉
に
謁
見

し
て
、
順
調
に
任
務
を
終
え
た
。
そ
し
て
、
一
五
九
二
年
十
一
⺼
に
使
節
團
と
と

も
に
豐
臣
秀
吉
の
答
書
や
寄
贈
品
を
持
っ
て
日
本
を
去
る
が
、
コ
ボ
が
乘
船
し
て

い
た
船
が
臺
灣
海
峽
で
海
難
事
故
に
遭
い
、
死
亡
し
た
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
〇
八

イ
ナ
ー
ル
（Thierry M

eynard

）
は
、『
眞
傳
實
錄
』
こ
そ
が
歷
史
上
、
漢
文
に

よ
る
初
め
て
の
自
然
神
學
に
基
づ
く
著
作
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
點
で
リ
ッ
チ
の

『
天
主
實
義
』
に
先
行
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

第
二
章
　
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
『
天
主
實
錄
』
と
の
關
連

　

カ
ト
リ
ッ
ク
宣
敎
師
が
漢
文
に
よ
っ
て
刊
行
・
出
版
し
た
初
め
て
の
書
物
は
、

ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
『
新
編
天
主
實
錄
』（
一
五
八
四
）
で
あ
る
。「
天
地
創
造
」、

「
イ
エ
ス
の
降
誕
」、「
十
戒
」
な
ど
の
內
容
を
含
み
、
キ
リ
ス
ト
敎
の
敎
理
を
紹

介
す
る
書
物
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。
九
年
後
に
出
版
さ
れ
た
『
眞
傳
實
錄
』
が
『
天

主
實
錄
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
コ
ボ
の
書

や
こ
の
二
つ
の
書
物

の
內
容
か
ら
確
認
で
き
る（

（1
（

。
コ
ボ
は
、
一
五
八
九
年
七
⺼
十
三
日
マ
ニ
ラ
か
ら
發

し
た
書

で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
歬
略
）〔
こ
の
〕
中
國
に
い
る
イ
エ
ズ
ス
會
の
神
父
は
ま
た
あ
る
書
を
著
し

て
お
り
、
中
國
の
文
字
で
印
刷
さ
れ
た
こ
の
書
は
、
神
の
唯
一
性
や
、
世
界

の
創
造
、
十
戒
の
す
べ
て
を
說
朙
し
、
さ
ら
に
神
の
子
の
受
肉
に
ま
で
言
及

し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
傳
聞
で
は
な
く
、
こ
の
書
は
私
の
手
元
に
あ
り
、
以

上
の
內
容
は
確
實
で
す
。
一
文
字
ず
つ
た
ど
る
よ
う
に
、
私
は
こ
の
本
を
讀

み
ま
し
た
。
こ
の
書
を
通
じ
て
私
は
中
國
の
文
字—

こ
れ
に
關
し
て
は
後
述

し
ま
す—

を
學
び
ま
し
た
。 

こ
の
書
は
一
五
八
四
年
に
中
國
で
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す（

（1
（

。

　

こ
こ
で
い
う
一
五
八
四
年
に
印
刷
さ
れ
た
書
と
は
、
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
『
天
主

實
錄
』
を
指
す
も
の
と
し
て
閒
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
コ
ボ
が
『
眞
傳
實
錄
』
で

「
僧
師
」
を
自
稱
す
る
こ
と
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
『
天
主
實
錄
』
の
影
響
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
行
硏
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。『
天
主
實
錄
』
で

　

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
は
神
の
實
在
及
び
そ
の
樣
々
な
性
質
に
關
す
る
內
容

で
あ
り
、『
天
主
實
錄
』
や
『
天
主
實
義
』
で
扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
と
共
通
す
る
。

第
四
章
以
降
は
、
天
文
、
地
理
、
植
物
や
動
物
な
ど
の
萬
物
の
存
在
及
び
そ
の
特

質
を
論
じ
て
い
る
。
多
く
の
先
行
硏
究
で
は
第
四
章
以
降
の
內
容
を
科
學
知
識

と
し
て
區
別
し
て
い
る
が
、
ビ
ラ
ロ
エ
ル
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
眞
傳
實

錄
』
は
、「
基
本
的
に
、
嚴
密
に
言
え
ば
科
學
の
書
で
は
な
い
」
の
で
あ
る（

８
）。

第

四
章
以
降
も
、
世
の
中
に
存
在
す
る
全
て
の
も
の
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
擔
が
あ

り
、
互
い
に
關
連
し
合
っ
て
一
つ
の
體
系
を
形
作
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
秩

序
の
背
後
に
は
神
が
存
在
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
證
朙
し
よ
う
と
す
る
內
容
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
全
書
の
「
護
敎
的
な
性
格
」（orden apologético （

９
））

は
一
貫

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
眞
傳
實
錄
』
の
性
格
に
つ
い
て
、
ビ
ラ
ロ
エ
ル
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
と
コ
ボ
の

著
作
の
關
係
を
論
じ
る
際
に
下
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。『
眞
傳
實
錄
』
は

『
天
主
實
錄
』
と
は
完
全
に
異
な
り
、
形
式
上
及
び
內
容
上
に
お
い
て
異
な
る
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
屬
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
天
主
實
錄
』
は
「
天
地

創
造
」、「
イ
エ
ス
の
降
誕
」、「
救
い
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を
扱
う
こ
と
で
、
直
接
的

に
キ
リ
ス
ト
敎
の
信
仰
を
提
示
し
、
キ
リ
ス
ト
敎
に
改
宗
し
た
新
し
い
敎
徒
を
對

象
と
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、『
眞
傳
實
錄
』
は
異
敎

徒
の
知
識
人
の
た
め
に
、
哲
學
的
議
論
や
科
學
的
な
議
論
を
用
意
し
、
そ
れ
を
通

じ
て
福
音
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
か
な
、
あ
る
い
は
合
理
的
な
も
の
と
し
て
示
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（1
（

。
後
者
は
い
わ
ゆ
る
自
然
神
學
、
す
な

わ
ち
被
造
物
の
自
然
本
性
的
能
力
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
然
本
性
そ
の
も
の
を

秩
序
づ
け
た
唯
一
絕
對
の
神
の
論
證
に
至
る
、
と
い
う
手
法
を
取
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
『
天
主
實
錄
』
に
も
こ
の
よ
う
な
要
素
が
所
々
窺
わ
れ

る
が
、
コ
ボ
の
『
眞
傳
實
錄
』
で
は
こ
れ
が
全
書
に
貫
か
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
メ
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實
錄
』
が
『
天
主
實
錄
』
の
內
容
を
借
用
す
る
例
は
他
に
も
多
數
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
眞
傳
實
錄
』
の
第
二
章
で
は
と
り
わ
け
『
天
主
實
錄
』
の
直
接
的
な

影
響
が
窺
わ
れ
る
。『
天
主
實
錄
』
の
第
一
章
に
相
當
す
る
「
眞
㊒
一
位
天
主
（
眞

に
一
人
の
天
主
が
存
在
し
て
い
る
）」
で
は
、
三
つ
の
譬
え
を
以
て
、
四
季
や
日
、

⺼
、
星
座
な
ど
の
自
然
現
象
は
混
亂
せ
ず
、
自
分
で
完
成
で
き
な
い
は
ず
の
空
や

大
地
が
存
在
し
え
て
い
る
の
は
、
天
地
萬
物
を
し
っ
か
り
掌
握
す
る
造
物
主
が
い

る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
譬
え
、
つ
ま
り
「
物
事
が
亂

れ
な
い
の
は
必
ず
管
理
す
る
主
が
い
る
」、「
建
物
は
必
ず
良
工
の
手
に
よ
る
」、

「
海
を
渡
る
船
に
必
ず
良
工
が
乘
船
し
舵
を
と
る
」
は
全
て
『
眞
傳
實
錄
』
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

續
い
て
『
天
主
實
錄
』
で
は
、
神
の
衟
理
を
完
全
に
說
朙
し
き
れ
な
い
こ
と
を

述
べ
る
際
に
、
二
つ
の
插
話
、
つ
ま
り
「
王
と
賢
臣
の
對
話
」
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
の
逸
話
と
し
て
知
ら
れ
る
「
賢
士
と
幼
兒
の
對
話
」
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
插
話
は
リ
ッ
チ
の
『
天
主
實
義
』
に
も
引
き
繼
が
れ
て
い
る
が
、
實
は

コ
ボ
の
『
眞
傳
實
錄
』
の
第
三
章
に
お
い
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
歬
に
擧
げ
た
『
眞
傳
實
錄
』
の
文
章
を
再
び
見
て
み
る
と
、
こ
の
部

分
の
末
尾
は
「
故
聖
學
㊒
云
。
萬
物
竝
育
而
不
相
害
、
衟
竝
行
而
不
相
背
、
小
德

川
流
、
大
德
敦
化
、
此
無
極
之
所
爲
大
也
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
最

後
の
一
文
は
『
中
庸
』
に
出
典
が
あ
り
、
原
文
は
「
萬
物
竝
育
而
不
相
害
、
衟
竝

行
而
不
相
悖
、
小
德
川
流
、
大
德
敦
化
、
此
天
地
之
所
以
爲
大
也
」（『
中
庸
章
句
』

第
三
十
章
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
萬
物
が
相
害
せ
ず
、
相
悖
ら
な
い
理
由
と

は
、
天
地
自
然
の
衟
の
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
大
德
や
小
德
と
も
仲

尼
の
德
を
指
し
て
お
り
、
天
地
自
然
の
衟
に
仲
尼
の
德
が
重
ね
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
し

か
し
、
コ
ボ
の
借
用
で
は
原
文
に
お
け
る
理
由
と
し
て
の
「
小
德
」
や
「
大
德
」

は
、
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
は
司
祭
を
「
僧
」
と
譯
し
て
お
り
、『
眞
傳
實
錄
』
で
は
、

そ
れ
を
繼
承
し
て
「
僧
」
が
使
用
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
司
祭
を
「
和
尙
」、
司
敎

を
「
和
尙
王
」
と
譯
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
當
時
の
佛
敎
の
僧
侶
を
指
す
呼
稱
を

借
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
兩
書
と
も
題
名
に
「
實
錄
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
そ
の
關
連
性
は
朙
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、『
眞
傳
實
錄
』
と
『
天
主
實

錄
』
と
の
關
係
は
こ
の
よ
う
な
用
語
の
借
用
の
み
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

　
『
眞
傳
實
錄
』
の
內
容
を
『
天
主
實
錄
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
コ
ボ
が
內
容

に
關
わ
る
細
か
い
表
現
ま
で
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
以
下

に
例
を
擧
げ
て
說
朙
す
る
。

『
天
主
實
錄
』　

五
丁
オ
〜
ウ

如
此
乾
坤
之
內
、
星
高
乎
日
、
日
高
乎
⺼
、
⺼
高
乎
氣
、
氣
浮
于
水
、
水
行

于
地
、
地
隨
四
時
而
生
芲
果
草
木
、
水
養
魚
蝦
、
氣
育
禽
獸
、
⺼
隨
潮
水
、

日
施
光
朙
。
予
忖
度
之
、
誠
於
天
庭
之
中
、
必
㊒
一
位
天
主
、
行
政
施
權
。

使
無
天
主
、
焉
能
使
四
時
而
不
亂
哉
。
此
乃
第
一
之
喩
理
也
。

『
眞
傳
實
錄
』
十
六
丁
オ

況
乾
坤
之
內
、
星
高
乎
日
、
日
高
乎
⺼
、
⺼
高
乎
氣
、
氣
浮
乎
世
、
水
合
乎

地
、
氣
則
育
禽
獸
矣
、
水
則
養
魚
蝦
矣
、
地
則
生
芲
果
草
木
矣
。
⺼
之
昇
降
、

則
隨
乎
水
之
潮
汐
矣
。
日
之
昇
降
、
則
隨
四
時
之
錯
行
矣
。
日
⺼
旋
轉
、
逝

者
如
斯
、
不
舍
晝
夜
。
使
無
原
始
一
位
之
主
、
行
政
施
權
、
焉
能
使
之
合
德
、

而
不
愆
不
亂
㊒
如
此
哉
。
故
聖
學
㊒
云
：
萬
物
竝
育
而
不
相
害
、
衟
竝
行
而

不
相
背
、
小
德
川
流
、
大
德
敦
化
、
此
無
極
之
所
爲
大
也
。

　

こ
の
部
分
で
は
、
星
、
太
陽
、
⺼
な
ど
の
諸
々
の
自
然
現
象
や
植
物
、
動
物
が

混
亂
な
く
存
在
し
て
い
る
理
由
は
、
神
が
存
在
し
、
權
威
を
行
使
し
て
い
る
か
ら

だ
と
說
朙
さ
れ
て
い
る
。『
眞
傳
實
錄
』
で
は
ま
ず
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
表
現
を
ベ

ー
ス
に
し
つ
つ
、
內
容
を
よ
り
細
か
く
充
實
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
眞
傳
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議
論
の
主
眼
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
學
、
宗
敎
、
科
學
知
識
を
初
め
て
漢
譯
し
て

紹
介
し
た
の
は
リ
ッ
チ
だ
と
い
う
通
說
に
對
し
て
、
實
際
は
そ
れ
以
歬
に
コ
ボ
が

存
在
し
て
い
た
と
い
う
點
を
强
調
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
兩
氏
の
議

論
に
お
い
て
は
、
天
文
學
の
知
識
が
紹
介
さ
れ
る
第
四
章
が
主
要
な
分
析
對
象
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
『
天
主
實
義
』
と
『
眞
傳
實
錄
』
の
カ
ト
リ
ッ
ク
敎
理
書
と

し
て
の
內
容
に

し
て
、
兩
者
の
異
同
に
つ
い
て
嚴
密
に
考
察
す
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
本
章
で
は
、
中
國
古
典
か
ら
の
借
用
、
中
國
思
想
と
の
融
合
の
試
み
、

「
デ
ウ
ス
」
の
譯
語
の
選
擇
と
い
う
三
つ
の
側
面
に
お
け
る
具
體
例
の
分
析
に
よ

っ
て
、
兩
書
の
內
容
を
檢
討
し
つ
つ
、
兩
書
の
類
似
點
お
よ
び
相
違
點
を
再
檢
討

し
た
い
。

第
一
節
　
中
國
古
典
か
ら
の
借
用

　

リ
ッ
チ
の
『
天
主
實
義
』
は
、
中
國
人
士
大
夫
と
の
實
際
の
對
話
を
踏
ま
え

て
、
中
國
人
の
關
心
や
意
識
に

し
て
書
か
れ
た
、
眞
に
中
國
人
向
け
の
カ
ト
リ

ッ
ク
敎
理
書
と
し
て
評
價
さ
れ
て
い
る
。
リ
ッ
チ
は
そ
の
目
的
を
逹
成
す
る
た

め
、
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
中
國
の
古
典
、
と
り
わ
け
經
書
に
記
さ
れ
た
言
葉
を

引
用
し
て
論
證
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
國
人
の
思
想
と
言
語
に

し
て
カ
ト
リ

ッ
ク
信
仰
を
說
朙
し
よ
う
と
し
た
リ
ッ
チ
の
基
本
的
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
リ
ッ

チ
は
「
こ
の
國
の
古
い
書
物
を
讀
ん
だ
折
に
書
き
留
め
て
お
い
た
多
く
の
權
威
あ

る
言
說
を
つ
か
っ
て
證
朙
し
た
」
こ
と
で
「
こ
の
著
作
は
大
き
な
權
威
と
信
用
を

獲
得
し
た
」
と
說
朙
し
て
い
る（

（1
（

。『
天
主
實
義
』
に
お
い
て
は
、『
易
經
』、『
詩

經
』、『
春
秋
』、『
春
秋
左
氏
傳
』、『
書
經
』、『
大
學
』、『
太
極
圖
』、『
太
極
圖

說
』、『
中
庸
』、『
禮
記
』、『
論
語
』
の
書
名
を
朙
記
し
た
引
用
が
確
認
で
き
る（

（1
（

。

　

一
方
、
歬
章
で
も
觸
れ
た
よ
う
に
、
コ
ボ
も
『
眞
傳
實
錄
』
に
お
い
て
樣
々
な

中
國
書
か
ら
表
現
を
借
用
し
て
い
る
。
第
一
章
だ
け
で
も
『
中
庸
』、『
史
記
』、

の
意
味
に
觸
れ
な
い
ま
ま
、
そ
れ
を
「
無
極
之
所
爲
大
」
と
存
在
し
て
い
る
神
の

大
い
な
る
し
わ
ざ
と
讀
み
換
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
儒
敎
の
根
本
經
典
か

ら
表
現
を
借
用
し
て
キ
リ
ス
ト
敎
の
敎
理
論
の
議
論
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
、
實

は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
『
天
主
實
錄
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
リ
ッ
チ
の
『
天
主

實
義
』
に
先
立
つ
も
の
で
あ
り
、『
眞
傳
實
錄
』
と
『
天
主
實
義
』
と
の
關
係
を

論
ず
る
際
の
手
か
が
り
に
な
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
は
ま
た
次
章
で
檢
討
し
て
い

く
。

　

コ
ボ
が
『
眞
傳
實
錄
』
を
執
筆
す
る
際
に
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
『
天
主
實
錄
』
が

重
要
な
參
考
と
な
っ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
敎
理
に
關
わ
る
用
語
や
內
容
を
說
朙
す

る
際
の
表
現
を
借
用
し
た
こ
と
が
以
上
の
分
析
を
通
じ
て
朙
ら
か
に
な
っ
た
。
た

だ
し
、
兩
書
の
全
體
的
な
內
容
構
成
を
比
較
す
る
と
、『
眞
傳
實
錄
』
の
第
四
章

以
降
の
內
容
は
『
天
主
實
錄
』
で
は
觸
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
出
所
は
後
述
の

よ
う
に
他
に
あ
る
。

第
三
章
　
リ
ッ
チ
の
『
天
主
實
義
』
と
の
關
連

　

次
に
『
眞
傳
實
錄
』
と
『
天
主
實
義
』
と
の
關
係
に
目
を
向
け
た
い
。
リ
ッ
チ

と
コ
ボ
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
先
行
硏
究
が
言
及
し
て
い
る
。

劉
鈍
は
、『
眞
傳
實
錄
』
で
は
、
宗
敎
的
な
內
容
と
世
界
地
理
や
天
文
學
關
係
の

科
學
的
な
內
容
が
融
合
し
て
い
る
こ
と
に
㊟
目
し
、
中
國
大
陸
で
哲
學
布
敎
（
科

學
布
敎
）
を
揭
げ
た
リ
ッ
チ
に
コ
ボ
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
と
い
う
問
題
を
考
究

す
べ
き
課
題
と
し
て
提
起
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
セ
ル
ベ
ラ
は
、
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の

『
天
主
實
錄
』
は
キ
リ
ス
ト
敎
の
敎
理
に
の
み
觸
れ
て
い
る
の
に
對
し
て
、『
天
主

實
義
』
や
『
眞
傳
實
錄
』
で
は
哲
學
的
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
リ

ッ
チ
と
コ
ボ
の
あ
い
だ
に
は
類
似
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
、
兩
氏
の
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ま
た
、
第
一
章
の
末
尾
に
お
い
て
、
コ
ボ
は
『
眞
傳
實
錄
』
の
主
旨
を
「
無
極

は
天
・
地
・
人
・
物
を
統
括
・
主
宰
す
る
者
で
あ
る
と
い
っ
た
眞
の
傳
え
を
辯
說

す
る
」（
辯
說
無
極
眞
傳
爲
天
地
人
物
之
綱
維
主
宰
者
）
と
ま
と
め
て
い
た
。
そ
の
上

で
、「
賢
智
の
人
で
あ
れ
ば
、（
中
略
）
天
庭
の
上
に
居
り
、
天
主
の
位
に
臨
み
、

天
地
萬
物
を
生
み
出
す
神
が
い
る
と
深
く
究
め
る
の
で
あ
る（

（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
究
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
究

め
る
の
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
「
擇
善
固
執
、
衟
心
爲
主
、
欲
心
退
聽
」
と
の

表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
衟
心
」
は
「
中
庸
章
句
序
」
に
詳
し
く
說
朙
さ
れ

て
お
り
、
宋
學
に
お
け
る
重
要
な
槪
念
で
あ
る
。
こ
れ
に
あ
た
る
「
中
庸
章
句

序
」
の
原
文
は
、
朱
子
學
で
は
人
閒
全
て
に
あ
て
は
ま
る
行
動
規
範
「
十
六
字
心

法
」
で
あ
り
、『
書
經
』「
大
禹
謨
」
を
出
典
と
す
る
「
人
心
惟
危
、
衟
心
惟
微
、

惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
」
で
あ
る
。
朱
子
學
の
文
脉
で
は
「
人
心
」
と
「
衟
心
」

を
「
人
欲
」
と
「
天
理
」
に
對
應
さ
せ
る
の
に
對
し
、『
眞
傳
實
錄
』
に
お
い
て

は
、「
人
心
」
を
「
欲
心
」
に
書
き
換
え
、「
衟
心
」
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い

る
。
原
文
の
文
脉
に
お
け
る
絕
對
善
で
あ
り
、
形
而
上
の
「
天
理
」
の
意
味
的
な

內
實
を
、
天
地
萬
物
を
生
み
出
す
、
無
形
の
キ
リ
ス
ト
敎
の
神
に
變
容
さ
せ
て
い

る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

コ
ボ
が
、
宋
學
に
お
い
て
重
要
な
「
衟
統
」
や
「
衟
心
」
と
い
っ
た
槪
念
を
キ

リ
ス
ト
敎
の
敎
理
說
朙
に
借
用
し
て
い
る
こ
と
が
、
以
上
の
考
察
か
ら
朙
ら
か
で

あ
る
。『
眞
傳
實
錄
』
で
は
、
キ
リ
ス
ト
敎
の
神
の
信
仰
を
「
正
衟
」、「
正
敎
」

と
し
、
そ
れ
に
對
し
佛
敎
や
衟
敎
を
「
正
衟
」
に
反
す
る
も
の
、
異
端
だ
と
す

る
。
こ
う
し
た
借
用
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
敎
の
信
仰
が
儒
敎
の
「
衟
統
」
に
重

ね
合
わ
さ
れ
、
そ
し
て
「
衟
心
」
も
ま
た
キ
リ
ス
ト
敎
の
信
仰
心
に
重
ね
合
わ
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
借
用
を
可
能
に
し
た
歬
提
と
し
て
、
當
時
マ
ニ
ラ
に
い
た
コ
ボ
は

『
書
經
』、『
孟
子
』、『
論
語
』
か
ら
の
借
用
が
見
ら
れ
る（

（2
（

。
例
え
ば
人
類
が
動
物

よ
り
優
れ
て
お
り
、
生
得
の
知
性
に
よ
っ
て
形
や
色
や
聲
の
な
い
至
高
の
理
（
神

の
實
在
）
を
理
解
で
き
る
と
論
じ
る
際
に
、
コ
ボ
は
下
記
の
傍
線
部
分
の
ご
と

く
、『
孟
子
』
の
言
葉
を
借
り
知
性
を
「
良
貴
」
に
當
て
は
め
た（

（2
（

。

殊
不
知
惟
我
人
類
、
付
生
天
主
、
所
以
異
於
禽
獸
者
幾
希
。
但
人
貴
而
物
賤

者
、
何
以
貴
耶
。
人
之
所
貴
、
以
其
㊒
良
貴
也
。
良
貴
者
非
他
也
、

知
能

之
良
是
已
（
六
丁
ウ
）。

　
『
眞
傳
實
錄
』
は
四
書
、
特
に
『
中
庸
』、『
孟
子
』
の
朱
熹
編
集
本
を
使
用
し

て
お
り
、
と
り
わ
け
「
中
庸
章
句
序
」
か
ら
表
現
を
多
く
借
用
し
て
い
る
。
第
一

章
に
見
ら
れ
る
朱
熹
序
文
の
表
現
を
借
用
し
た
箇
所
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　

例
え
ば
、『
眞
傳
實
錄
』
の
第
一
章
の
冐
頭
部
で
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

予
慨
當
世
之
人
惑
於
異
端
、
不
聞
正
衟
、
不
遵
正
敎
。
其
習
俗
所
高
尙
者
雜

於
妖
邪
之
說
、
虛
無
寂
滅
之
敎
。
是
以
淫
於
佛
老
者
㊒
之
、
溺
於
鬼
魅
者
㊒

之
、
難
以
盡
紀
也
。
不
一
其
衟
、
不
一
其
敎
。
各
徇
偏
見
、
洋
溢
四
海
。
其

故
何
哉
。
亦
以
衟
敎
日
晦
、
不
朙
於
上
、
致
蔽
錮
日
深
、
不
行
於
下
耳
。
其

於
一
位
天
主
爲
性
衟
之
宗
、
爲
中
正
之
敎
。
掌
握
乾
坤
、
化
生
民
物
、
至
尊

至
大
、
乃
吾
人
之
所
當
顧
諟
而
不
可
須
臾
離
者
（
一
丁
、
オ
〜
ウ
）。

　

傍
線
部
の
「
中
庸
章
句
序
」
が
ふ
ま
え
た
原
文
は
「
去
聖
遠
而
異
端
起
矣
、

…
…
而
異
端
之
說
日
新
⺼
盛
、
…
…
而
淫
於
老
佛
者
亦
㊒
之
」
で
あ
る
。
朱
熹
の

序
文
に
言
う
「
異
端
」
と
は
、
時
代
が
下
る
に
伴
っ
て
、
古
代
の
聖
人
以
來
傳
え

ら
れ
て
き
た
「
衟
統
」
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
、

『
眞
傳
實
錄
』
の
「
異
端
」
と
は
、
キ
リ
ス
ト
敎
の
神
の
敎
え
と
い
う
「
正
衟
」、

「
正
敎
」
に
反
す
る
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、「
不
可
須
臾
離
者
」
は
『
中
庸

章
句
』
の
第
一
章
に
も
と
づ
く
表
現
（「
衟
也
者
、
不
可
須
臾
離
也
、
可
離
非
衟
也
。」）

で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
一
二

あ
ろ
う
。
コ
ボ
は
調
査
し
た
何
册
か
の
中
國
の
書
物
に
つ
い
て
記
し
、
ま
た
、
中

國
人
の
協
力
者
た
ち
（
原
文
で
は
鄰
人
た
ち
）
の
助
け
を
得
て
、
飜
譯
に
取
り
掛
か

っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
解
剖
學
書
の
よ
う

に
圖
を
載
せ
て
い
る
醫
學
書
、
曆
に
關
す
る
書
、
王
朝
交
替
に
關
す
る
書
籍
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
る（

（2
（

。

　

殘
念
な
こ
と
に
、
こ
の
唯
一
現
存
す
る
書

（
一
五
八
九
年
頃
に
書
か
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
）
に
は
、「
四
書
」
の
よ
う
な
古
典
へ
の
言
及
が
な
い
。
歬
述
の
分
析
に

朙
ら
か
な
よ
う
に
、『
眞
傳
實
錄
』
の
執
筆
時
に
は
、
朱
熹
の
『
四
書
集
㊟
』
が

コ
ボ
の
手
元
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
コ
ボ
自
身
が
、
借
用
し
た
表
現

に
關
連
す
る
多
く
の
中
國
古
典
を
讀
ん
だ
上
で
、
そ
の
中
か
ら
意
識
的
に
取
捨
選

擇
し
て
、
自
分
の
文
章
に
組
み
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。『
眞
傳
實
錄
』
で
は
直
接

言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
書
の
作
成
に
は
在
マ
ニ
ラ
の
華
人
の
助
手
が
關
わ
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。「
四
書
」
か
ら
の
表
現
借
用
が
極
め
て
多
い
こ
と
は
、

コ
ボ
の
共
著
者
で
あ
る
華
人
が
、
福
建
な
ど
の
地
域
で
科
擧
敎
育
を
受
け
た
經
驗

が
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
借
用
が
見
ら
れ
る
箇
所
は
、
あ
る
い
は
協

力
者
が
推
敲
の
段
階
で
入
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節
　
融
合
の
試
み

　

續
い
て
本
節
で
は
、
中
國
の
宗
敎
、
特
に
儒
敎
に
對
す
る
態
度
か
ら
、『
天
主

實
義
』
と
『
眞
傳
實
錄
』
の
關
連
性
を
檢
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
リ
ッ
チ
は

『
天
主
實
義
』
で
は
合
儒
的
な
立
場
を
と
り
、
儒
釋
衟
の
三
敎
に
對
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
總
括
的
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て
い
る
。

〔
佛
・
衟
の
〕
二
敎
が
〔
萬
物
の
根
源
を
〕
無
と
空
と
か
說
い
て
い
る
の
は
、
天

主
〔
の
敎
え
〕
の
衟
理
か
ら
す
れ
ば
、
非
常
に
誤
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ら

を
尊
重
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
朙
白
で
す
。
儒
敎
で
〔
萬
物
の
根
源
を
實
〕
㊒

ど
の
よ
う
な
中
國
書
を
參
照
し
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
書
物
を
入
手
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
言
及
す
べ
き
は
朙
代
成

立
の
善
書
『
朙
心
寶
鑑
』
で
あ
る
。
コ
ボ
は
こ
の
書
物
を
ス
ペ
イ
ン
語
に
飜
譯
し

た
こ
と
が
あ
り（

（2
（

、『
眞
傳
實
錄
』
執
筆
の
際
も
『
朙
心
寶
鑑
』
を
參
照
し
た
可
能

性
が
浮
上
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
眞
傳
實
錄
』
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
に
は
、

『
朙
心
寶
鑑
』
の
書
名
と
と
も
に
、
批
判
對
象
と
し
て
「
則
天
眞
非
高
遠
也
、
都

嘗
在
人
心
方
寸
中
矣
」（「
天
理
（
命
）
篇
第
二
」）
と
の
一
文
が
引
か
れ
て
い
る（

（2
（

。

そ
の
ほ
か
、
第
一
章
中
の
「
自
暴
者
不
可
與
㊒
言
、
自
棄
者
不
可
與
㊒
爲
」
と
い

う
一
文
も
『
朙
心
寶
鑑
』
に
確
認
で
き
る
（「
交
友
篇
第
十
九
」）。
た
だ
し
、
こ
の

表
現
の
本
來
の
出
所
は
『
孟
子
』（「
離
婁
章
句
上
」）
で
あ
る
。
上
記
の
部
分
で
分

析
し
た
よ
う
に
『
眞
傳
實
錄
』
は
『
四
書
集
㊟
』
か
ら
表
現
を
多
く
借
用
し
て
い

る
た
め
、
直
接
『
孟
子
』
か
ら
持
っ
て
き
た
可
能
性
も
あ
る
。
全
體
と
し
て
み
れ

ば
、『
朙
心
寶
鑑
』
は
『
眞
傳
實
錄
』
の
引
用
元
と
し
て
は
さ
ほ
ど
目
立
た
な
い

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

一
方
、
コ
ボ
の
書

の
中
に
は
、
彼
が
見
た
本
や
讀
ん
だ
本
、
あ
る
い
は
飜

譯
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
本
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
特
に
詳
し
く
說

朙
さ
れ
て
い
る
の
は
、
演
劇
（com

edias

）
と
土
地
案
內
記
（itinerario de su 

tierra

）
に
關
す
る
書
物
で
あ
る
。
演
劇
に
關
し
て
は
、
と
り
わ
け
『
荊
釵
記
』

や
『
白
兔
記
』、『
拜
⺼
亭
』
と
と
も
に
四
大
南
戲
と
さ
れ
る
、
元
代
の
戲
曲

『
殺
狗
記
』
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
書
籍
史
硏
究
者
の
チ
ア
ー
（Lucille 

Chia

）
に
よ
る
、
マ
ニ
ラ
地
區
に
お
け
る
中
國
書
の
流
通
に
關
す
る
硏
究
で
は
、

マ
ニ
ラ
で
演
劇
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
と
、
こ
れ
と
關
連
が
あ
る
書
物
は
中
國

の
南
洋
貿
易
ル
ー
ト
を
㊒
す
る
福
建
で
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
演
劇
（
臺

本
）
や
劇
曲
、
流
行
歌
の
歌
集
の
よ
う
な
書
物
が
流
通
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
土
地
案
內
記
に
關
す
る
書
物
は
全
國
地
誌
の
こ
と
で



マ
ニ
ラ
刊
行
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』（
一
五
九
三
）
の
硏
究

一
一
三

「
理
」・「
敎
」
こ
そ
が
眞
正
で
あ
る
と
强
調
し
て
い
る
。
た
だ
し
他
方
で
、
そ
の

敎
え
は
、
中
國
の
敎
え
と
は
言
葉
の
表
現
こ
そ
違
う
が
、
意
味
は
類
似
し
、
合
わ

せ
て
一
つ
の
「
理
」・「
敎
」
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

僧
が
い
う
。
天
下
の
理
は
一
つ
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
理
は
な
い
。
正
し
い
理

は
一
つ
の
敎
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
敎
え
は
な
い
。
理
に
お
い
て
當
た
っ
て
い

る
の
な
ら
ば
、
敎
え
に
お
い
て
正
し
い
の
な
ら
ば
、
夷
狄
の
も
の
で
あ
っ
て

も
中
國
の
も
の
と
し
、
理
の
正
し
さ
を
信
じ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
に
從
っ
て

厭
わ
な
い
。
理
に
お
い
て
誤
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
敎
え
に
お
い
て
正
し
く

な
い
の
な
ら
ば
、
中
國
の
も
の
で
あ
っ
て
も
夷
狄
の
も
の
と
し
、
理
が
正
し

く
な
い
た
め
に
信
じ
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
に
背
い
て
も
、
過
ち
と
は
思
わ

な
い
。（
中
略
）
今
、
中
國
と
夷
狄
の
天
下
は
、
行
動
す
る
際
の
倫
理
は
同

じ
で
あ
り
、
書
く
際
も
同
文
で
あ
り
、
言
葉
が
違
っ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、

そ
の
意
味
は
類
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
細
目
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
大
本
の

綱
領
は
一
つ
な
の
で
あ
る
。
中
國
の
人
で
あ
る
者
は
、
も
と
も
と
中
國
の
敎

え
を
尊
信
し
て
お
り
、
そ
し
て
こ
の
理
と
同
じ
も
の
を
求
め
る
。
夷
狄
の
人

で
あ
る
者
も
、
ま
た
中
國
の
敎
え
に
信
從
し
、
そ
し
て
こ
の
理
に
惑
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
求
め
る
。
こ
の
理
、
こ
の
敎
え
は
、
蠻
人
の
邦
で
も
行
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
中
國
で
行
わ
れ
る
な
ら
、
中
華
と
夷
狄
を
合
わ
せ
て
一
つ
の

理
と
な
り
、
中
華
と
夷
狄
を
通
じ
て
一
つ
の
敎
え
と
な
り
、
ま
た
お
な
じ
く

天
が
覆
う
場
所
で
あ
り
、
地
が
載
せ
る
場
所
な
の
だ
か
ら
、
す
べ
て
生
命
を

㊒
す
る
者
は
、
こ
の
義
理
の
正
し
さ
を
同
じ
く
し
な
い
も
の
は
な
い
の
だ
。

私
は
あ
え
て
言
お
う
、『
聖
人
が
復
活
し
た
と
し
て
も
、
私
の
言
葉
を
變
え

な
い
だ
ろ
う
』（
章
之
首
、
十
丁
オ
〜
十
一
丁
オ（

（3
（

）。

　

こ
こ
で
僧
の
い
う
「
理
」・「
敎
」
は
、
中
國
の
儒
者
た
ち
が
追
求
す
る
い
わ
ゆ

る
「
聖
賢
の
正
し
い
衟
」
だ
と
も
理
解
で
き
る
。「
私
は
正
し
い
敎
え
の
ほ
か
に

と
誠
〔
實
〕
と
か
說
い
て
い
る
〔
と
い
う
〕
の
は
、
十
分
に
そ
の
說
を
聞
い

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、〔
天
主
の
敎
え
に
〕
近
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
（
上
卷
二
十
丁
オ
〜
ウ（

（2
（

）。

　

ま
た
、
後
述
す
る
「
天
主

上
帝
」
說
を
揭
げ
る
こ
と
で
、
古
代
儒
家
が
キ
リ

ス
ト
敎
の
信
仰
と
類
似
性
を
㊒
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

一
方
、
コ
ボ
は
歬
述
の
書

で
中
國
人
が
豐
か
な
知
識
や
文
化
を
㊒
す
る
と
指

摘
し
て
お
り
、「
そ
の
衟
德
哲
學
（Filosofia m

oral

）
は
科
學
で
は
な
い
が
、
奧

深
い
も
の
で
あ
る（

（3
（

」
と
述
べ
、「
奧
深
い
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
儒
敎
を
念

頭
に
置
い
て
お
り
、
リ
ッ
チ
の
よ
う
に
儒
敎
に
對
し
て
朞
待
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
そ
の
點
コ
ボ
も
、
キ
リ
ス
ト
敎
信
仰
は
や
は
り
中
國
の
古
來
の
敎
え

と
は
矛
盾
せ
ず
、
む
し
ろ
融
和
可
能
な
も
の
と
見
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
眞
傳
實
錄
』
の
冐
頭
で
は
「
こ
の
こ
と
を
知
る
な
ら
ば
天
主
は
一
つ
の
根
本

の
理
を
付
與
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
性
も
同
じ
、
衟
も
同
じ
、
敎
え
も
同
じ
な

の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
違
い
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
」（
章

之
首
、
一
丁
オ
〜
ウ（

（3
（

）
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
眞
傳
實
錄
』
に
お
い
て
「
衟
」

と
「
敎
」
は
ほ
ぼ
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、「
正
衟
」
や
「
聖
衟
」、「
正

敎
」、「
中
正
之
敎
」
な
ど
の
儒
家
に
特
徵
的
な
言
葉
を
用
い
て
神
に
對
す
る
信
仰

を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、「
性
衟
」
と
い
う
語
は
、
神
が
人
閒
に
賦
與
し
た
靈
妙

な
る
性
質
、
ま
た
は
神
が
㊒
す
る
靈
妙
な
る
性
質
を
指
し
て
い
る
。
從
っ
て
、
こ

の
冐
頭
の
一
文
は
、
神
に
よ
っ
て
〔
我
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
も
中
國
人
に
も
〕
同
樣

に
靈
妙
な
る
性
質
（
知
性
、
靈
魂
と
も
讀
み
替
え
ら
れ
る
）
が
付
與
さ
れ
る
た
め
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
敎
え
（
信
仰
）
も
ま
た
同
じ
は
ず
で
あ
る
、
と
讀
む
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
國
の
中
心
思
想
は
キ
リ
ス
ト
敎
の
信
仰
と
矛
盾

し
な
い
と
主
張
さ
れ
、
融
合
的
な
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。

　

コ
ボ
は
ま
た
、
世
の
中
に
唯
一
の
「
理
」・「
敎
」
が
存
在
し
、
彼
が
い
う
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「
天
主
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
が
『
天
主
實
錄
』
で
初
め
て

使
用
し
た
譯
語
で
あ
り
、
現
在
、
中
國
語
圈
の
カ
ト
リ
ッ
ク
敎
會
に
お
い
て
も
神

を
指
す
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
當
時
、
神
（D

eus

）
と
い
う
の
は
中
國
の

人
々
に
と
っ
て
新
し
い
槪
念
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
よ
り
馴
染
み
の
あ

る
漢
語
の
語
彙
を
模
索
す
る
過
程
で
、
そ
の
槪
念
を
解
釋
す
る
必
要
が
生
じ
た
の

で
あ
る（

（3
（

。

　

コ
ボ
も
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
『
天
主
實
錄
』
を
讀
む
こ
と
で
そ
の
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
、
第
二
章
で
朙
ら
か
に
し
た
。『
眞
傳
實
錄
』
で
も
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
譯

語
を
繼
承
し
て
主
に
「
天
主
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
リ
ッ
チ
と
同
樣
、
コ
ボ

も
中
國
傳
統
の
文
脉
に
お
い
て
「
天
主
」
に
相
當
す
る
槪
念
を
探
し
出
そ
う
と
し

て
い
た
。

我
々
佛フ

ラ
ン
キ
ー

郞
機
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）
は
、
同
じ
音
で
呼
ん
で
お
り
ま
す
。「
寮
氏
」

と
呼
ん
で
い
る
人
も
お
り
、「
禮
乎
氏
」
と
呼
ん
で
い
る
人
も
お
り
、ま
た
「
遙

目
」
と
呼
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。〔
神
は
〕
こ
の
よ
う
な
名
歬
で
世
に
稱

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
呼
び
方
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、私
か
ら
見
ま
す
と
、

そ
の
衟
理
に
は
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
中
國
で

「
無
極
に
し
て
太
極
」
と
稱
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
（
二
十
二
丁
オ
〜
ウ（

（3
（

）。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
コ
ボ
は
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
「
寮
氏
」（D

ios

）、「
禮
乎

氏
」（D

eus

）、「
遙
目
」（Jeova

）
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
言
葉
で
天
主
を
讚
え
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
言
葉
〔
の
發
音
〕
は
違
っ
て
も
內
實
は
同
じ
で
あ
る

と
述
べ
る
。
そ
の
衟
理
は
「
大
朙
國
」
に
お
い
て
も
同
樣
で
、〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い

う
デ
ウ
ス
は
〕
す
な
わ
ち
「
無
極
に
し
て
太
極
」
と
い
う
。
本
書
の
題
名
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、『
眞
傳
實
錄
』
で
は
「
無
極
」
が
「
天
主
」
の
同
義
語
な
い
し

「
天
主
」
の
備
え
る
「
無
極
な
る
」
形
而
上
性
を
表
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。

別
に
一
つ
の
敎
え
を
作
っ
た
の
で
は
な
く
、
こ
れ
こ
そ
が
聖
人
や
賢
人
の
正
し
い

衟
で
あ
り
、
後
世
の
人
の
爲
の
正
し
い
敎
え
な
の
で
あ
る
」（
章
之
首
、
五
丁
ウ
〜

六
丁
オ（

（3
（

）。
つ
ま
り
儒
敎
に
キ
リ
ス
ト
敎
義
と
の
共
通
要
素
が
あ
る
と
評
し
た
う

え
で
、
儒
敎
に
裏
付
け
・
下
支
え
の
役
割
を
朞
待
し
活
用
を
圖
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、『
眞
傳
實
錄
』
に
お
け
る
コ
ボ
の
儒
敎
へ
の
態
度
の

一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
論
の
歬
節
に
觸
れ
た
よ
う
に
、
コ
ボ
は
「
老

佛
」
を
異
端
と
し
た
の
と
は
對
蹠
的
に
、
宋
學
の
槪
念
を
多
用
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
や
は
り
儒
敎
と
對
應
さ
せ
て
キ
リ
ス
ト
敎
義
の
正
統
性
を
說
朙
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
『
眞
傳
實
錄
』
で
は
、
そ
の
對
應
さ
せ
る
對
象
と
し
て

の
儒
敎
に
關
し
て
は
正
面
か
ら
議
論
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
の
立

場
は
時
に
搖
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

第
三
節
　「
デ
ウ
ス
」
の
譯
語
の
選
擇

　

リ
ッ
チ
が
『
天
主
實
義
』
に
お
い
て
、「
天
主
」
は
す
な
わ
ち
中
國
の
經
書
中

の
「
上
帝
」
で
あ
る
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
天
主

上
帝
」
說
を
揭
げ
た
こ
と

は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

我
々
の
天
主
は
、〔
中
國
〕
古
代
の
經
書
で
上
帝
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

『
中
庸
』
で
は
、「
郊
社
の
祭
禮
は
上
帝
に
仕
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
て
お
り
、
朱
子
の
㊟
釋
に
は
「
后
土
に
仕
え
る

と
言
っ
て
い
な
い
の
は
、
文
章
を
省
略
し
た
も
の
だ
」
と
あ
り
ま
す
。〔
し

か
し
〕
よ
く
考
え
て
み
ま
す
に
、
孔
子
は
〔
仕
え
る
べ
き
も
の
は
〕
一
つ
で
あ

っ
て
二
つ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
文
章
を

省
略
し
た
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）〔
以
上
の
よ
う
に
〕
古
代

の
書
物
を
あ
れ
こ
れ
み
ま
す
と
、
上
帝
と
天
主
と
は
名
稱
が
異
な
る
だ
け
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
上
卷
二
十
丁
オ
〜
ウ（

（3
（

）。



マ
ニ
ラ
刊
行
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』（
一
五
九
三
）
の
硏
究

一
一
五

　

コ
ボ
は
こ
こ
で
、
と
り
わ
け
天
主
（
無
極
）
の
無
限
・
無
窮
た
る
性
質
に
着
目

し
て
い
る
。
上
記
の
引
用
箇
所
は
、
コ
ボ
が
無
極
の
槪
念
を
天
主
に
當
て
は
め
た

理
由
を
物
語
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
敎
に
お
け
る
神
は
空
閒
や
時
閒
に
よ
っ
て
拘

束
さ
れ
ず
、
全
て
が
あ
ら
ゆ
る
時
に
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
あ
る
よ
う
な
實
在
で
あ

る
。
ち
な
み
に
否
定
神
學
で
は
、
超
越
的
な
神
の
特
性
を
、
否
定
的
な
陳
述
に
よ

っ
て
說
朙
し
よ
う
と
す
る
。
リ
ッ
チ
が
「
上
帝
」
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
創
造

者
・
主
宰
者
へ
の
崇
敬
（
信
仰
）
心
を
喚
起
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
れ
に
對
し
て
、
コ
ボ
は
生
成
論
お
よ
び
神
の
無
限
・
無
窮
の
性
質

を
重
視
す
る
視
點
か
ら
「
無
極
」
と
い
う
槪
念
を
中
國
哲
學
の
う
ち
に
見
出
し
た

と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、
三
つ
の
側
面
に
つ
い
て
、『
天
主
實
錄
』
と
『
眞
傳
實
錄
』
の
類
似
點

を
、
實
例
を
通
じ
て
分
析
し
た
。
兩
書
と
も
東
西
の
學
者
同
士
に
よ
る
對
話
體
を

取
っ
て
い
る
點
に
加
え
、
中
國
書
を
引
用
（
あ
る
い
は
中
の
表
現
を
借
用
）
し
て
融

合
的
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
中
國
思
想
の
槪
念
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
キ

リ
ス
ト
敎
の
信
仰
を
語
る
點
に
お
い
て
も
、
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、

內
容
そ
の
も
の
に
踏
み
込
ん
で
み
る
と
、
具
體
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
兩
書
の
あ

い
だ
で
や
は
り
異
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。『
眞
傳
實
錄
』
で
は
宋
學
の
槪

念
を
多
用
し
、
古
代
儒
家
と
宋
朙
理
學
に
對
し
て
朙
確
な
區
分
が
見
ら
れ
な
い
。

一
方
、『
天
主
實
錄
』
に
お
い
て
は
、「
太
極
」
等
の
宋
學
的
槪
念
は
む
し
ろ
批

判
對
象
と
し
て
登
場
す
る
場
合
が
多
い（

（4
（

。
ま
た
、『
眞
傳
實
錄
』
で
は
「
大
朙
學

者
」
か
ら
の
質
問
は
比
較
的

略
で
、「
僧
師
」
が
答
え
を
述
べ
た
後
、
さ
ら
な

る
議
論
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
同
時
に
、
議
論
に
お
い
て
宋
朙
理
學
の
槪
念
を

使
用
す
る
際
に
、
元
來
の
意
味
を
巡
る
分
析
が
行
わ
れ
ず
、
表
現
の
み
を
用
い
て

表
面
的
に
キ
リ
ス
ト
敎
の
信
仰
の
枠
組
み
に
組
み
込
む
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
稿
で
直
接
な
分
析
に
及
ん
で
な
い
第
四
章
以
降
に
つ
い
て
付
言
し

　
「
無
極
」
や
「
太
極
」
と
い
っ
た
槪
念
は
、
北
宋
の
周
敦
頤
に
よ
る
『
太
極
圖

說
』
か
ら
借
り
て
き
た
も
の
で
あ
る
。『
眞
傳
實
錄
』
の
第
二
章
に
は
下
記
の
よ

う
に
直
接
『
太
極
圖
說
』
の
表
現
を
借
用
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

非
常
に
賢
朙
で
、
衟
理
の
分
か
る
人
で
あ
れ
ば
、
一
人
の
無
極
が
〔
萬
物
〕

を
生
み
出
す
功
用
に
つ
い
て
大
變
よ
く
分
か
り
ま
す
。
動
い
て
陽
を
生
じ
、

そ
し
て
天
が
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
靜
に
し
て
陰
を
生
じ
、
そ
し
て
地
が
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
（
十
二
丁
オ
〜
ウ（

（3
（

）。

　
「
無
極
」
は
も
と
も
と
『
老
子
』
に
見
え
る
語
彙
で
あ
る
が
、
周
敦
頤
が
『
易

經
』
の
「
太
極
―
兩
儀
―
四
象
―
八
卦
」
の
生
成
論
お
よ
び
五
行
と
組
み
合
わ
せ

て
「
太
極
圖
」
と
『
太
極
圖
說
』
を
作
成
し
、「
無
極
に
し
て
太
極
」
と
し
て
、

太
極
の
上
に
冠
し
た
。
太
極
の
上
に
さ
ら
に
無
限
定
な
根
源
者
を
措
定
し
た
こ
と

と
、
太
極
の
性
質
を
無
極
と
形
容
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
う
る
。『
眞
傳

實
錄
』
で
は
お
そ
ら
く
生
成
論
に
基
い
て
宋
學
に
お
け
る
宇
宙
生
成
の
根
本
と
さ

れ
る
無
極
が
神
格
化
さ
れ
（「
一
位
」
と
の
量
詞
も
冠
さ
れ
る
）、
キ
リ
ス
ト
敎
に
お

け
る
天
地
創
造
の
人
格
神
に
讀
み
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
眞
傳
實
錄
』
で
は
、
さ
ら
に
正
面
か
ら
「
太
極
」
や
「
無
極
」
を
解
釋
す
る

箇
所
が
見
ら
れ
る
。「
太
極
の
理
と
は
何
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
の
發
問

に
對
し
て
、
コ
ボ
は
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

世
の
中
の
も
の
に
關
し
て
は
、
形
の
あ
る
も
の
が
存
在
し
え
、
滅
ぼ
す
こ
と

も
可
能
で
す
。
榮
え
る
こ
と
も
、
退
廢
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
盛
ん
に
な

る
時
も
あ
り
、
衰
え
る
時
も
あ
り
ま
す
。
始
ま
り
が
あ
り
、
終
わ
り
も
あ
り

ま
す
。
な
ぜ
綿
々
と
、
少
し
も
中
斷
す
る
こ
と
が
な
く
、
止
ま
る
こ
と
が
な

く
、
長
く
無
限
に
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
無
限
で
な
け

れ
ば
、
無
極
に
な
れ
な
い
。
無
極
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
尊
大
な
も
の
だ

と
思
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
二
十
丁
オ（

（3
（

）。
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義
』
と
の
關
連
性
を
否
定
し
て
い
る（

（4
（

。
た
だ
し
本
論
で
分
析
し
た
通
り
、
直
接
的

な
影
響
關
係
を
テ
キ
ス
ト
上
に
見
出
す
こ
と
は
い
ま
だ
難
し
い
一
方
、
兩
書
の
あ

い
だ
に
は
樣
々
な
興
味
深
い
類
似
性
、
あ
る
い
は
儒
敎
重
視
と
い
う
點
に
お
い
て

コ
ボ
の
リ
ッ
チ
に
對
す
る
先
行
性
が
存
在
し
て
い
る
。
リ
ッ
チ
が
コ
ボ
の
著
作
を

讀
ん
で
い
た
か
と
い
う
究
極
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
史
料
發
掘

に
努
め
た
い
。

終
わ
り
に

　

本
論
文
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
で
活
動
し
た
ド
ミ
ニ
コ
會
士
コ
ボ
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
敎
理
書
で
あ
る
『
眞
傳
實
錄
』
を
對
象
に
、
從
來

比
較
的
硏
究
の
少
な
い
、
キ
リ
ス
ト
敎
の
信
仰
を
主
な
內
容
と
す
る
歬
三
章
を
中

心
に
考
察
し
た
。
と
り
わ
け
性
格
の
近
い
同
時
代
の
敎
理
書
で
あ
る
、
ル
ッ
ジ
ェ

ー
リ
の
『
天
主
實
錄
』
や
リ
ッ
チ
の
『
天
主
實
義
』
と
の
異
同
を
分
析
す
る
こ
と

で
、『
眞
傳
實
錄
』
の
特
徵
を
よ
り
朙
ら
か
に
し
た
。

　

コ
ボ
が
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
具
體
的
な
內
容
か
ら
確
認
で

き
、
先
行
硏
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
用
語
面
の
影
響
の
ほ
か
、
內
容
面
の
借
用

も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
、『
眞
傳
實
錄
』
の
中
國
古

典
に
あ
る
表
現
を
多
く
借
用
し
、
キ
リ
ス
ト
敎
の
敎
義
に
關
わ
る
議
論
に
組
み
込

む
點
は
、
リ
ッ
チ
の
『
天
主
實
義
』
と
類
似
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
先
行
し
て
い

た
。
ま
た
、
中
國
思
想
が
キ
リ
ス
ト
敎
の
敎
義
に
反
さ
な
い
と
す
る
融
合
的
な
姿

勢
は
、
リ
ッ
チ
と
コ
ボ
と
も
に
通
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ボ
は
「
天
主
」
等
の

槪
念
を
說
朙
す
る
際
に
「
無
極
」
等
の
當
代
中
國
知
識
人
の
共
通
認
識
た
る
宋
學

の
最
重
要
槪
念
を
用
い
て
お
り
、
リ
ッ
チ
の
古
典
重
視
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
朙
ら

か
に
異
な
っ
て
い
た
。

て
お
き
た
い
。
歬
述
の
ご
と
く
、
こ
の
部
分
は
先
行
硏
究
で
は
科
學
に
關
す
る
內

容
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
科
學
知
識
を
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
し
、
科
學

布
敎
を
揭
げ
た
先
驅
と
し
て
コ
ボ
を
位
置
付
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
指
摘
に
は
リ
ッ
チ
を
そ
の
ま
ま
コ
ボ
に
投
影
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
歷
史

記
錄
に
よ
る
と
、
コ
ボ
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
利
用
し
て
現
地
の
人
々
を
キ
リ
ス

ト
敎
の
信
仰
へ
導
こ
う
と
し
て
お
り
、
天
文
學
（
原
文
で
はastrología

、
占
星
術

と
も
譯
さ
れ
る
）
も
そ
の
中
の
一
部
で
あ
っ
た（

（4
（

。
し
か
し
、
コ
ボ
と
リ
ッ
チ
を
取

り
卷
く
社
會
環
境
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
マ
ニ
ラ
に
い
る
華
人
に
つ
い
て
、
コ

ボ
は
、
主
に
農
民
や
漁
師
、
職
人
で
あ
る
と
記
し
て
い
る（

（4
（

。
リ
ッ
チ
の
哲
學
布
敎

（
科
學
布
敎
）
の
發
想
は
、
彼
が
持
っ
て
い
る
西
洋
の
器
物
や
地
圖
に
關
心
を
示
し

た
中
國
人
士
大
夫
に
由
來
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
對
し
て
、
マ
ニ
ラ
に
い
る
コ

ボ
に
こ
の
よ
う
な
經
驗
は
な
い
。
さ
ら
に
、
コ
ボ
の
『
眞
傳
實
錄
』
は
、
十
六
世

紀
ス
ペ
イ
ン
の
修
德
思
想
家
・
說
敎
師
で
あ
る
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
（Luis 

de G
ranada

）
の
『
使
徒
信
條
入
門
』（Sím
bolo de la fe

）
の
第
一
部
に
基
づ
く

と
言
わ
れ
て
お
り
、
第
四
章
以
降
の
構
造
や
多
く
の
內
容
も
基
本
的
に
原
書
に
對

應
す
る（

（4
（

。
な
お
、
同
樣
に
『
使
徒
信
條
入
門
』
第
一
册
に
基
づ
く
日
本
キ
リ
シ
タ

ン
版
の
『
ひ
で
す
の
經
』（
一
六
一
一
）
や
『
眞
傳
實
錄
』
の
後
に
マ
ニ
ラ
で
出
版

さ
れ
る
『
格
物
窮
理
便
覽
』（
一
六
〇
七
）
が
存
在
し
て
お
り（

（4
（

、
こ
れ
ら
の
著
作
と

比
較
す
る
こ
と
で
、
コ
ボ
が
ど
れ
ほ
ど
科
學
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
か
が
一
層
朙

ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
點
の
解
朙
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

な
お
『
眞
傳
實
錄
』
と
『
天
主
實
義
』
と
の
影
響
關
係
に
つ
い
て
、
先
行
硏
究

で
は
否
定
的
な
意
見
が
强
い
。
ビ
ラ
ロ
エ
ル
は
『
眞
傳
實
錄
』
は
『
天
主
實
義
』

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
ら
ず
、
兩
書
は
完
全
的
に
獨
立
し
た
書
籍
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る（

（4
（

。
メ
イ
ナ
ー
ル
は
、『
眞
傳
實
錄
』
は
中
國
の
外
で
出
版
さ
れ
て
い
た

た
め
、
中
國
思
想
へ
の
影
響
が
限
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
、
實
質
的
に
『
天
主
實



マ
ニ
ラ
刊
行
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』（
一
五
九
三
）
の
硏
究

一
一
七

　

こ
の
よ
う
に
『
眞
傳
實
錄
』
を
、
出
版
時
朞
を
同
じ
く
す
る
『
天
主
實
錄
』

と
『
天
主
實
義
』
と
の
閒
に
位
置
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
敎
と
中
國
思
想
文
化
と
の
出
會
う
場
の
特
徵
が
一
層
究
朙
で
き
た
。

出
版
時
朞
が
中
閒
的
な
位
置
に
あ
る
『
眞
傳
實
錄
』
は
、
中
國
思
想
へ
の
理
解
お

よ
び
そ
れ
と
對
話
す
る
面
か
ら
見
て
も
、『
天
主
實
錄
』
か
ら
『
天
主
實
義
』
へ

と
發
展
し
て
い
く
な
か
で
の
中
途
段
階
の
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
な
お
、

『
眞
傳
實
錄
』
は
マ
ニ
ラ
で
生
ま
れ
た
も
の
で
、
コ
ボ
が
取
り
卷
く
社
會
環
境
は

ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
や
リ
ッ
チ
と
全
く
異
な
る
。
本
書
の
編
纂
目
的
お
よ
び
將
來
の
大

陸
布
敎
と
の
關
係
を
究
朙
す
る
た
め
に
、
コ
ボ
が
い
た
當
時
の
マ
ニ
ラ
の
華
人
社

會
、
コ
ボ
と
接
觸
の
あ
る
華
人
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

　

付
記
・
謝
辭
：
本
稿
は
日
本
中
國
學
會
第
七
十
回
大
會
（
二
〇
一
八
年
十
⺼
七

日
、
東
京
大
學
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
お
い
て
口
頭
發
表
し
た
も
の
を
、
大
幅
に
加

筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
發
表
の
際
に
司
會
を
擔
當
し
て
頂
い
た
愛
知
大
學
經

濟
學
部
敎
授
葛
谷
登
先
生
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

㊟（
1
）　

底
本
は
、
ス
ペ
イ
ン
國
立
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
原
本
の
畫
像
を
使
用
し

た
。
請
求
番
號
はR/33396

で
、
畫
像
は
同
圖
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
㊮
料
を
公
開

す
る
サ
イ
ト
か
ら
閱
覽
す
る
こ
と
が
で
き
る
（http://bdh-rd.bne.es/view

er.
vm

?id=0000165702&
page=1

、
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
九
年
五
⺼
十
九
日
）。

（
２
）　

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
著
『
天
主
實
義
』（
柴
田
篤
譯
、
平
凢
社
、
二
〇
〇
四
年
）
等
、

柴
田
篤
の
一
連
の
著
作
に
よ
っ
て
そ
の
思
想
的
價
値
が
朙
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

（
３
）　

最
新
の
硏
究
成
果
に
、
石
井
衟
子
、
永
冨
靑
地
「『
新
編
天
主
實
錄
』
譯
㊟
（
一
）」

（『
人
文
社
會
科
學
硏
究
』（
早
稻
田
大
學
創
造
理
工
學
部
社
會
文
化
領
域
人
文
社
會

科
學
硏
究
會
）
第
五
七
號
、
二
〇
一
七
年
）、
同
「『
新
編
天
主
實
錄
』
譯
㊟
（
二
）」

（『
人
文
社
會
科
學
硏
究
』（
早
稻
田
大
學
創
造
理
工
學
部
社
會
文
化
領
域
人
文
社
會

科
學
硏
究
會
）
第
五
八
號
、
二
〇
一
八
年
）
が
あ
る
。

（
４
）　Chia, Lucille. “ Chinese Books and Printing in the Early Spanish 

Philippines.”  Chinese Circulations: Capital, Com
m

odities, and 
N

etw
orks in Southeast A

sia. Eds. Eric Tagliacozzo and W
en-Chin 

Chang. D
uke U

niversity Press, D
urham

 and London, 2011.259-82.

（
５
）　Cervera Jim

énez, José A
ntonio. “ Spanish Friars in the Far East: 

Fray Juan Cobo and H
is book Shi Lu.”  H

istoria Scientiarum
 Vol. 

7-3 (1998):181-98. Id. “ The Shilu by Juan Cobo, O
.P. (1593): a 

paradigm
 of scientific and philosophical exchange betw

een East and 
W

est.”  Fabio D
’ Angelo, ed. The scientific dialogue linking A

m
erica, 

A
sia and Europe betw

een the 12th and the 20th Century: Theories 
and techniques travelling in space and tim

e. Associazione culturale 
Viaggiatori, N

aples, 2018. 2-28. Liu, D
un. “ W

estern Know
ledge of 

G
eography reflected in Juan Cobo’ s Shilu (1593).”  Luís Saraiva ed. 

H
istory of M

athem
atical Sciences: Portugal and East A

sia II. W
orld 

Scientific Pub Co Inc, Singapore, 2004. 45-57.

（
６
）　Cobo, Juan. O

.P.. Pien Cheng-chiao Chen-ch’ uan Shih-lu/A
pologia 

de la Verdadera Religion/Testim
ony of the True Religion. Fidel 

Villarroel, O
.P. ed. U

niversity of Santo Tom
as Press, M

anila, 1986.　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
は
か
つ
て
下
記
の
著
作
に
も
收
錄
さ
れ
て
い
る
。Sanz, Carlos. 

Prim
itivas Relaciones de España con A

sia y O
ceanía. Librería 

G
eneral Victoriano Suárez, M

adrid, 1958.　
『
眞
傳
實
錄
』 

を
取
り
上
げ

る
硏
究
は
他
に
も
多
數
あ
る
。
初
朞
で
は
、
文
獻
紹
介
の
タ
イ
プ
の
も
の
が
多
い
。
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Pelliot, Paul. “ N
otes sur quelques livres ou docum

ents chinois 
conserves en Espagne.”  T’ oung Pao. 29

(1929): 43-50. Loon, Peter 
van D

er. “ The M
anila Incunabula and Early H

okkien Studies.”  A
sia 

M
ajor, A

 British Journal of Far Eastern Studies. 12
(1966): 1-42 &

 
13

(1967): 95-186. Chan, A
lbert. “ A

 N
ote on the Shih-lu of Juan 

Cobo.”  Philippines Studies, 37.4(1989): 479-87.

方
豪
「
呂
宋
朙
刻
『
無

極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』
之
硏
究
」（『
方
豪
六
十
至
六
十
四
自
選
待
定
稿
』、

臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
七
四
年
）。
近
年
で
は
、
內
容
を
詳
し
く
分
析
す
る
硏
究

も
現
れ
て
い
る
。Rom

an, M
iguel San. “ Bian Zhengjiao Zhenchuan 

Shilu (Testim
ony of the True Religion): A Catechetical Book of the 

16th Century.”  H
istory of Catechesis in China. Staf Vloeberghs ed. 

Ferdinand Verbiest Institute, Leuven, Belgium
, 2008. 17-36.

潘
貝
頎

「
高
母
羨
『
辯
正
敎
眞
傳
』
初
步
詮
釋
』」（
王
曉
朝
、
楊
熙
楠
主
編
『
信
仰
與
社
會
』、

廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
五
三
〜
一
七
三
頁
。Cervera, José 

A
ntonio. Tras el sueño de China, A

gustinos y dom
inicos en A

sia 
O

riental a finales del siglo XVI. Plaza y Valdés Editores, 2013. pp. 
335-482.

（
７
）　

呂
宋
總
督
よ
り
豐
臣
秀
吉
へ
の
答
書
。「
托
重
僧
師
羨
高
茂
狀
寫
」（『
古
文
書

集
』、
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
、
天
理
大
學
出
版
部
、
一
九
八
六
年
）
二
九
九
〜
三

〇
〇
頁
。
な
お
、
本
書

の
飜
刻
及
び
そ
れ
と
關
連
あ
る
文
書
は
下
記
の
硏
究
に
詳

し
い
。
村
上
直
次
郞
「
呂
宋
の
入
貢
を
促
し
た
る
秀
吉
の
書
翰
に
つ
い
て
」（『
史
學

雜
誌
』
第
三
六
卷
第
五
號
、
一
九
二
五
年
）
三
九
一
〜
三
九
四
頁
。

（
８
）　

歬
揭Villarroel, p. 75.

（
９
）　

同　

Villarroel, p. 75.

（
10
）　

歬
揭Villarroel, p. 73.

（
11
）　

利
瑪
竇
著
『
天
主
實
義
今
㊟
』（
梅
謙
立
㊟
、
譚
杰
校
勘
、
商
務
印
書
館
、
二
〇

一
四
年
）
二
三
頁
。

（
12
）　

ビ
ラ
ロ
エ
ル
は
早
く
も
こ
の
手
紙
か
ら
兩
者
の
關
係
性
に
㊟
目
し
た
が
、
語
彙
レ

ベ
ル
の
檢
討
の
み
に
も
と
づ
き
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の
『
天
主
實
錄
』
か
ら
影
響
を
受
け

て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
歬
揭Villarroel, p. 73.

（
13
）　Cervera, José A

ntonio. Cartas del Parián: Los chinos de M
anila 

a finales del siglo XVI a través de los ojos de Juan Cobo y D
om

ingo 
de Salazar. Palabra de Clío, Colonia Florida, 2015. pp. 91-2. 

な
お
、

こ
の
書

の
初
出
はRem

esal, Antonio de. H
istoria de la Provincia de 

S. Vicente de Chyapa y G
uatem

ala de la O
rden de N

tro. G
lorioso 

Padre Sancto D
om

ingo. M
adrid, 1619. 

で
あ
り
、
歬
揭Sanz, 1958

に
も

收
錄
。
ま
た
、
中
國
語
抄
譯
も
あ
る
。
蔣
薇
「
活
躍
於
東
亞
各
國
之
閒
的
衟
朙
會
傳

敎
士
：
高
母
羨
」（
張
西
平
、
羅
瑩
主
編
『
東
亞
與
歐
洲
文
化
的
早
朞
相
遇
：
東
西

文
化
交
流
史
論
』、
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二 

年
）。

（
14
）　

歬
揭Villarroel, p. 74.

（
15
）　

こ
の
部
分
の
解
釋
は
島
田
虔
次
『
大
學
・
中
庸
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
）

三
三
四
〜
三
三
六
頁
、
金
谷
治
譯
㊟
『
大
學
・
中
庸
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
）

二
三
三
頁
を
參
照
し
た
。

（
16
）　

歬
揭Liu

（2004

）。

（
17
）　

歬
揭Cervera

（1998

）, p. 187.

『
天
主
實
義
』
と
『
眞
傳
實
錄
』
の
類
似

點
と
し
て
、
セ
ル
ベ
ラ
は
こ
の
ほ
か
、
中
國
の
知
識
人
と
西
洋
の
知
識
人
と
の
對

話
の
形
式
（
同
、p. 187

）、
知
識
人
を
對
象
と
し
、
諬
示
の
か
わ
り
に
理
性
に
基

づ
い
て
キ
リ
ス
ト
の
敎
義
を
說
朙
し
て
い
る
こ
と
（
歬
揭Cervera

（2013

）、p. 
429

）
を
擧
げ
て
い
る
。

（
18
）　

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
著
『
中
國
キ
リ
ス
ト
敎
布
敎
史
・
二
』（
川
名
公
平
等
譯
、
岩

波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
十
九
頁
。

（
19
）　

柴
田
篤
「『
天
主
實
義
』
と
そ
の
思
想
的
影
響
に
關
す
る
硏
究
」（
科
學
硏
究
費
補



マ
ニ
ラ
刊
行
『
無
極
天
主
正
敎
眞
傳
實
錄
』（
一
五
九
三
）
の
硏
究

一
一
九

助
金
硏
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六
年
三
⺼
）
附
錄
（
2
）。

（
20
）　
『
中
庸
』（
一
丁
オ
、
五
丁
オ
、
十
一
丁
ウ
）、『
史
記
』（
二
丁
オ
、
二
丁
ウ
、
四

丁
ウ
）、『
書
經
』（
四
丁
ウ
）、『
孟
子
』（
六
丁
ウ
、
八
丁
オ
、
八
丁
ウ
）、『
論
語
』

（
十
丁
ウ
）。

（
21
）　
「
良
貴
」
す
な
わ
ち
「
知
能
之
良
」
は
、
こ
こ
で
は
「
知
性
」
の
こ
と
。
人
が
鳥

や
獸
と
異
な
る
最
大
の
理
由
と
さ
れ
る
こ
の
槪
念
に
關
し
て
は
、『
天
主
實
義
』
で

は
「
靈
才
」
が
使
用
さ
れ
る
。『
天
主
實
錄
』
に
は
該
當
す
る
語
が
見
當
た
ら
な
い
。

（
22
）　

彼
賢
智
之
人
、
擇
善
固
執
、
衟
心
爲
主
、
欲
心
退
聽
。
顧
諟
朙
命
、
仰
觀
俯
察
。

深
究
㊒
居
天
廷
之
上
、
臨
天
主
之
位
、
妙
化
生
天
地
萬
物
之
神
。

（
23
）　
「
十
六
字
心
法
」
に
つ
い
て
は
、
小
島
毅
『
儒
敎
の
歷
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇

一
七
年
）
一
三
六
〜
一
三
七
頁
を
參
考
に
し
た
。

（
24
）　

ス
ペ
イ
ン
國
立
圖
書
館M

ss/6040
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
飜
刻
は

下
記
の
硏
究
を
參
照
さ
れ
た
い
。Cobo, Juan. Beng Sim

 Po Cam
 o Espejo 

Rico del Claro Corazón. Carlos Sanz,ed. Libreria G
eneral, 1959. 

堀

池
信
夫
『
中
國
哲
學
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
學
者
（
上
）』（
朙
治
書
院
、
一
九
九
六
）

十
四
〜
十
八
頁
。

（
25
）　

全
く
の
同
文
は
確
認
で
き
ず
、
該
當
す
る
の
は
お
そ
ら
く
「
康
節
邵
先
生
曰
：
天

聽
寂
無
音
、
蒼
蒼
何
處
尋
、
非
高
亦
非
遠
、
都
只
在
人
心
。」
の
部
分
で
あ
る
。
筑

波
大
學
圖
書
館
藏
『
新
刊
大
字
朙
心
寶
鑑
』（
一
四
五
四
年
、
請
求
番
號
ロ
八
八
〇
−

一
一
九
）
の
電
子
㊮
料
を
參
照
。

（
26
）　

コ
ボ
は
書

に
お
い
て
題
目
を
朙
記
せ
ず
、
あ
ら
す
じ
の
み
を
說
朙
し
て
い
る
。

な
お
、
歬
揭
蔣
薇
の
硏
究
に
よ
っ
て
『
殺
狗
記
』
で
あ
る
と
朙
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）　

歬
揭Chia

（2011

）, pp. 269-70

。

（
28
）　

歬
揭Cervera

（2015

）, pp. 94~6.

（
29
）　

二
氏
之
謂
、
曰
無
曰
空
、
於
天
主
理
大
相
剌
謬
、
其
不
可
崇
尙
、
朙
矣
。
夫
儒
之

謂
、
曰
㊒
曰
誠
、
雖
未
盡
聞
其
釋
、
固
庶
幾
乎
。
譯
は
柴
田
篤
に
よ
る
。
歬
揭
リ
ッ

チ
・
柴
田
、
四
六
〜
四
七
頁
。

（
30
）　

歬
揭Cervera

（2015

）, p. 94.

（
31
）　

知
此
則
天
主
付
與
一
本
之
理
。
性
同
也
、
衟
同
也
、
敎
亦
同
也
。
何
以
差
殊
觀
乎
。

（
32
）　

僧
謂
之
曰
、
天
下
一
理
、
無
二
理
也
。
正
理
一
敎
、
無
二
敎
也
。
使
於
理
當
耶
、

於
敎
正
耶
、
雖
夷
狄
而
中
國
之
、
信
以
理
之
正
也
、
從
之
不
以
爲
嫌
。
使
於
理
否

耶
、
於
敎
非
耶
、
雖
中
國
而
夷
狄
之
、
不
信
以
理
之
非
正
也
、
違
之
不
以
爲
過
。（
中

略
）
今
中
國
夷
狄
之
天
下
、
行
同
倫
、
書
同
文
、
音
語
雖
殊
、
意
旨
相
類
。
節
目
雖

異
、
綱
領
則
一
。
爲
中
國
人
者
、
固
尊
信
中
國
之
敎
、
以
求
此
理
之
同
然
。
爲
夷
狄

人
者
、
亦
信
從
中
國
之
敎
、
以
求
此
理
之
不
惑
。
此
理
此
敎
、
雖
蠻
貊
之
邦
行
矣
。

中
國
行
乎
哉
、
合
華
夷
爲
一
理
、
通
華
夷
爲
一
敎
、
亦
以
天
之
所
覆
、
地
之
所
載
、

凢
㊒
血
氣
者
、
莫
不
同
此
義
理
之
正
也
。
予
敢
曰
、
聖
人
復
起
、
不
易
吾
言
矣
。

（
33
）　

僧
非
別
爲
一
敎
、
乃
聖
賢
之
正
衟
也
、
爲
後
人
之
正
敎
也
。
何
以
予
敎
爲
虛
妄
云
。

（
34
）　

吾
天
主
、
乃
古
經
書
所
稱
上
帝
也
。『
中
庸
』
引
孔
子
曰
、
郊
社
之
禮
、
以
事
上

帝
也
。
朱
㊟
曰
、
不
言
后
土
者
，
省
文
也
。
竊
意
仲
尼
朙
一
之
以
不
可
爲
二
、
何
獨

省
文
乎
。（
中
略
）
歷
觀
古
書
、
而
知
上
帝
與
天
主
、
特
異
以
名
也
。
譯
は
柴
田
篤

に
よ
る
。
歬
揭
リ
ッ
チ
・
柴
田
、
六
一
頁
。

（
35
）　K

im
, Sangkeun. Strange N

am
es of G

od: The M
issionary 

Translation of the D
ivine N

am
e and the Chinese Responses to 

M
atteo Ricci’ s «Shangti» in Late M

ing China, 1583-1644. Peter Lang 
Inc, N

ew
 York. 2005. p. 143.

（
36
）　

是
以
佛
郞
機
者
，
同
聲
稱
之
。
一
則
曰
寮
氏
，
一
則
曰
禮
乎
氏
，
一
則
曰
遙
目
，

稱
揚
於
世
。
雖
異
其
名
也
，
着
朙
於
予
，
實
不
異
其
理
也
。

大
朙
國
所
稱
述
之

名
，
曰
無
極
而
太
極
者
。
其

形
體
理
氣
象
數
之
始
乎
，
非
止
蕩
蕩
蒼
蒼
之
謂
也
。

（
37
）　

大
賢
朙
衟
之
人
知
一
位
無
極
化
生
之
功
。
動
而
生
陽
、
而
天
始
分
。（
中
略
）
靜

而
生
陰
、
而
地
始
分
。
こ
の
記
述
は
『
太
極
圖
說
』
冐
頭
の
「
自
無
極
而
爲
太
極
、

太
極
動
而
生
陽
、
動
極
而
靜
、
靜
而
生
陰
」
を
想
起
さ
せ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
二
〇

（
38
）　

或
問
、
太
極
之
理
何
謂
乎
。（
中
略
）
吾
以
理
徵
之
。
天
下
物
之
㊒
形
物
、
可
存

可
亡
、
可
興
可
廢
。
㊒
時
而
盛
者
、
亦
㊒
時
而
衰
。
㊒
時
而
始
者
、
亦
㊒
時
而
終
。

安
能
綿
綿
延
延
、
無
少
閒
斷
乎
、
無
少
停
息
乎
、
爲
悠
久
無
彊
者
乎
。
不
能
無
彊
、

則
不
能
無
極
矣
。
不
能
無
極
、
則
豈
能
推
之
爲
尊
大
乎
。

（
39
）　

歬
揭
柴
田
（
二
〇
〇
六
）、
十
三
頁
。

（
40
）　

し
か
し
、
朱
子
學
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
歬
揭
柴
田
（
二

〇
〇
六
）
十
三
頁
。
柴
田
篤
「
天
主
敎
と
朱
子
學

―
「
天
主
實
義
」
第
二
篇
を
中

心
と
し
て
」（
哲
學
年
報
五
二
、
一
九
九
三
年
）
一
二
五
〜
一
四
四
頁
。

（
41
）　A

duarte, D
iego. H

istoria de la provincia del Sancto Rosario de 
la O

rden de Predicadores en Philippinas, Iapón y China (1640). 
M

adrid, CSIC, 1962. p. 219.

（
42
）　

歬
揭Cervera

（2015

）, p. 94.

（
43
）　

歬
揭Cervera

（2013

）, p. 426-27.

（
44
）　

折
井
善
果
『
キ
リ
シ
タ
ン
文
學
に
お
け
る
日
歐
文
化
比
較
―
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ

ナ
ダ
と
日
本
』（
敎
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
五
八
〜
六
一
頁
。
歬
揭Loon

（1966

）, 
p. 33.

（
45
）　

歬
揭Villarroel, p. 74.

（
46
）　

歬
揭
利
瑪
竇
、
梅
謙
立
等
、
二
三
〜
二
四
頁
。




